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GdCl3を含む LiCl-KCl 溶融塩に Li2O を添加して生じた沈澱を含む凝固塩を蒸留し、残渣である Gd2O3をガ

ラス結合ソーダライトに混ぜた固化体に転換する試験を行い、溶融塩中で沈殿させた希土類 FP を安定に固

化できる見通しを得た。 
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1. 緒言 

ウラン無し TRU 金属燃料の再処理に際して、使用済塩に溶解している希土類 FP を酸化物等の形態で沈澱

させて分離し、これをガラス結合ソーダライト原料に混ぜて一緒に固化することが検討されている[1]。そ

こで、GdCl3を含む LiCl-KCl 溶融塩に Li2O を添加して生じた沈澱を含む凝固塩を蒸留し、残渣をガラス結

合ソーダライト原料に混ぜて固化体に転換する試験を行った。 

2. 実験方法 

GdCl3を含む LiCl-KCl 溶融塩に Li2O を添加後、沈殿を含む凝

固塩（約 1.9g、図中 a）を分取し、最高 1000℃での真空蒸留

により塩成分を除去した。得られた残渣（0.138g、図中 b）を

塩浸漬済ゼオライトやガラス粉末と混合し（図中 c）、Ar ガス

気流下、最高 915℃にて、最大 1270g-重/cm2 の単軸プレスに

よりガラス結合ソーダライト固化体（9.3g、図中 d）を製造し

た。 

3. 実験結果 

蒸留残渣の X 線回折および硝酸溶解液の組成分析により、残

渣は Gd2O3 であり、塩相成分はほぼ完全に除去されたことを

確認した。また、実際の蒸留残渣あるいは Gd2O3 試薬を含む

ガラス結合ソーダライトを作製し、空隙率が 10～20%相当の

稠密な固化体が得られた。よって、溶融塩中で沈殿させた希

土類 FP を安定に固化できる見通しを得た。 
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